


11月の税等料金・納付のお知らせ

▲

国民健康保健税（普通徴収）　第6期▲

後期高齢者医療保険料（普通徴収）　第5期▲

保育園保育料　11月分▲

介護保険料（普通徴収）　第6期▲

水道料金　11月分（9～10月使用量を1/2したもの）▲
下水道使用料　11月分

・山東・伊吹・米原地域
　（9～10月汚水量を1/2したもの）
・近江地域
　（8～9月汚水量を1/2したもの）▲

下水道事業受益者負担金
※口座振替日・納期限　平成20年12月1日（月）

もくじ11月の時間外窓口のご案内

実施日

▲

11月13日（木）･27日（木）　19時まで延長
実施窓口

▲

市役所各庁舎窓口
※毎月第２･第４木曜日（祝日の場合は前日の水曜
　日）に延長窓口を開設しています。
《取り扱い業務》
  ・住民票･戸籍に関する証明書の発行
  ・印鑑登録申請・印鑑登録証明書の発行
  ・外国人登録に関する証明書の発行
  ・税に関する証明書の発行
  ・税金の納付
  ・125cc未満のバイクの登録
  ・米原市ナンバー（旧町ナンバー含む）の廃車申告
  ・臨時運行許可業務

11月15日号（お知らせ号） 11月14日（金）

次回の広報まいばら発行日は・・・

http://www.city.maibara.shiga.jp
市役所へのお問い合わせは公式サイトの

米原市公式サイト（ホームページ）

問い合わせ をクリックしてください。

納税は便利な
口座振替で

特集１
就学前の保育・教育の充実を図るため、米原市幼保一元化
推進プランに基づき幼保一元化を推進します ３

市政情報
・11月から防災行政無線による全国瞬時警報システムの運用を開始します

・市県民税・固定資産税にかかる前納報奨金は廃止となります

・米原駅東口周辺まちづくり事業プロポーザル応募提案時期の変更のお知らせ 10

特集２
食育ってご存知ですか？ 6

11 月といえば 8

まいばら暦－maibara koyomi－ 11

12 月の健康カレンダー 12

フレーフレー子育て 14

米原歴史街道44 17

市長とまちかどト～ク 18

まいばらまんすりー・れぽーと 20

考えよう！暮らしと人権⑧ 21

人口41,855 人（－61）　男 20,522 人（－37）　女 21,333 人（－24）　世帯数13,562 世帯（－2）

65歳以上の人口  10,147 人　高齢化率  24.24%　※（　）内は前月との比較　【平成20年10月1日現在】

16わたしのゆるり時間に

問 市民窓口課　　☎ 52-6927　　　 52-4539FAX

米原市各自治センター連絡先

山東自治センター　☎ 55-8101　　　55-2406
伊吹自治センター　☎ 58-2221　　　58-1630
米原自治センター　☎ 52-6623　　　52-4539
近江自治センター　☎ 52-6920　　　52-8730

FAX
FAX
FAX
FAX

問 市民部　収納課（近江庁舎）
☎ 52-3189　　　 52-6930FAX

くらしのガイド 22

今月の表紙
　10月11日から13日までの間行われた米原曳山まつり。今年は
３つの山組のうち旭山組と松翁山組の２組が3日間でそれぞれ11
回の子ども歌舞伎を競演しました。2ヶ月以上前から稽古を始め
た子役者は、歌舞伎特有の動作や言い回しを習得し、見事な子ど
も歌舞伎を披露。12日の本楽では湯谷神社境内に2基の曳山が並
べられ順に子ども歌舞伎が奉納されました。境内いっぱいに訪れ
た見物客からは賞賛する多くの拍手が溢れました。

米原曳山まつり
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保護者の声を聞いてみました

いぶき認定こども園を利用している

インタピュー1

　以前は上の子が保育園に通っていていました。下の子が生ま

れ産休を取り、その後育休となって１子は退園することになり、

子どもにとってはとても辛かったのではないかと思います。

　今は、こども園の短時部に通っているのですが、今後育休の

終わる時には職場へ復帰するので長時部へ変更する予定です。

幼稚園、保育園が別々の場所にあると幼稚園を退園して保育園

に入園しなおすことになってしまいます。子どもにとっては友

だちや先生、建物などの周辺の環境が大きく変わってしまい、

園になじむのにも時間がかかったりして、ストレスを与えてし

まうのではないかと心配していました。

　いぶき認定こども園のように、家庭環境の変化があっても子

どもの保育環境が変わることなくいられると、今後安心して職

場復帰できますね。

インタピュー2

　新しいことをはじめようと短時部（４月～７月）⇒長時部

（８・９月）⇒短時部（１０月～）に変わったのですが、最初

は子どもの保育環境を変えるのも大丈夫かとの不安もあり、

園長先生に相談してみました。園長先生からは逆に励まして

いただいたのは心強かったですね。今回のように年度途中で

も、子どもへの負担が極力すくない状態で安心して保育時間

を変更できるのは、職場復帰や資格取得・勉強など新しいこ

とを始めてがんばってみようかなって考えているお母さんの子

育てを支えてくれます。

　また、子どもの友だちの中にも長時部まで残っているお友

達がいてくれたので、子どもは思っていたよりもすんなりと保

育時間の変更になじんでくれました。車などで移動するので

はなく、同じ敷地内で歩いて移行できるのも子どもに負担が

少なくて済んだのかなって思います。また、長時部に移った

ときには、異年齢のお友だちと遊ぶ機会も増えたようで、よ

り高度な遊びを見て覚えてきたこともありました。少しの環

境の変化が子どもにもよい刺激になったのかも知れないです

ね。

お問い合わせ　健康福祉部  こども家庭課（山東庁舎）　☎ 55-8104　　　55-4040FAX

さようなら

0歳児～2歳児 4歳児 5歳児3歳児
時　　刻

07：30

08：30

09：00

09：30

10：00
10：30

11：30

12：30
13：15

13：45

15：00

15：30

18：30

活　　　動 短時部・長時部の活動
早朝保育

おはよう　元気ですか おはよう　元気ですか

元気に遊ぼう 元気に遊ぼう

みんなで片付けよう

おやつを食べよう

おやつを食べよう

ゆったり過ごそう

さようなら
長時間保育

みんなで遊ぼう

給食を食べよう 給食を食べよう

おやつを食べよう

また　あした

お昼寝をしよう

・登園
早朝保育
・登園

・登園　持ち物を片付ける
  （健康観察・出欠確認）

・登園　持ち物を片付ける
・みんなでおはよう（健康観察・出欠確認）

・好きな遊びをする ・自分の好きな遊びを見つけて遊ぶ
・先生や友だち、グループ、異年齢の友だちと一緒に遊ぶ
・栽培物のみずやりや飼育当番の仕事をする

・クラスや学年の友だちと一緒に遊ぶ
・季節ならではの遊びをする
・自然とふれあう（園外保育など）
・地域の人と一緒に遊ぶ

・絵本や紙芝居を見る
・手遊びや歌を歌う
・一日の遊びについて話をする

・部屋を移動する
・昼寝や休息をする
・好きな遊びをする
・異年齢の友だちと一緒に遊ぶ

・みんなで片付ける
・おやつを食べる
・自分の持ち物を片付ける

・先生や友だちと遊ぶ

・先生や友だちと遊ぶ

・着替える
・昼寝をする

・着替える
・おやつを食べる

・自分の持ち物を片付ける

自分の持ち物を片付けよう

ゆったりすごそう　短時部の子はさようなら

～随時降園～
長時間保育
～随時降園～

（食事・後片付け） （食事・後片付け・歯磨き）

3
〜
5
歳
児
が
同
じ
部
屋
で
過
ご
し
ま
す

※短時部…幼保一体化施設における幼稚園のこと　※長時部…幼保一体化施設における保育園のこと

短
時
部
の
子
ど
も
も
長
時
部
の
子
ど
も
も
同
じ
部
屋
で
同
じ
保
育
を
受
け
ま
す

What’s　認定こども園
　昨年4月に滋賀県初の認定を受けた「いぶき認定こども園」は、同じ施設の中に幼稚園機能を持つ短時部と保育
機能を持つ長時部がある施設です。子どもたちは園でこのように過ごしています。
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◆ 幼保一元化推進プランは以下の３つを基本方針の柱としています

◆ 就学前の保育・教育を一体として捉え、一貫して提供する新たな枠組みづくり

子育ち支援 子育て支援

～ 全市的に『認定こども園』をめざし、段階的に整備を進めます ～

３歳児～５歳児の
保育に欠けない子ども

幼稚園機能
（幼児教育）

０歳児～５歳児の
保育に欠ける子ども

保育所機能
（保育）

就労形態の多様化や
さまざまな家庭環境に

迅速に対応

子育て支援機能

『認定こども園』
（就学前の子どもに幼児教育・保育を提供）

●０歳児～５歳児の全ての乳幼児を対象
●保育に欠ける子※も欠けない子も同じ保育室で保育
●全ての子育て家庭を対象に、子育て不安に対応した相談や
　親子の集いの場を提供

※保護者が就労や病気・介護などで、昼間にお子さんを
　保育できない状況をいいます。

○ 適正規模を確保する観点から、地域を超えた整備などを検討します。
○ 市民ニーズに対応するため、整備の時期については、市民合意を得ながら、平成21年度
　 から計画的に推進します。
○ 民間活力の導入を推進します。

推進計画

教育課程・保育課程および
長期・短期の指導計画を充
実し、０歳児から５歳児ま
での子どもの育ちを一貫し
て支えます

一体化施設への移行

通園区域の拡大も視野に入
れ、施設の配置や適正な定
員などを検討し子どもの育
ちに必要な集団規模を確保
します

親子活動の場の提供や身近な
子育て相談の場など、地域の
子育て支援の拠点施設として
の機能を発揮し、家庭教育力
の向上を目指します

米原市幼保一元化推進プランとは
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食
育
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

　
「
食
」
は
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め

に
は
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
健
康

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
基
本
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、

食
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

き
ま
し
た
。

　

食
生
活
が
豊
か
に
な
る
一
方
で
、「
食
」

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
薄
れ
、
食
べ

残
し
や
食
品
廃
棄
の
問
題
、
栄
養
の
偏
り

な
ど
の
食
生
活
の
乱
れ
に
よ
る
肥
満
や
生

活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
、
私
た
ち
の
心
身

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
と
食
卓
を
囲
む
だ
ん
ら
ん

の
場
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
家
庭

の
味
を
楽
し
む
時
間
、
伝
統
料
理
や
行
事

食
を
家
庭
で
食
べ
る
機
会
の
減
少
な
ど
、

食
文
化
に
対
す
る
関
心
も
低
下
し
て
き
て

い
る
現
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
に
お
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
各
分
野
に
お
け
る
取

り
組
み
と
、
豊
か
な
農
産
物
な
ど
を
活
か

し
つ
つ
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
食
」
に

つ
い
て
考
え
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
感
謝

の
気
持
ち
に
気
づ
き
、
家
庭
を
は
じ
め
と

し
て
、
学
校
・
保
育
所
な
ど
や
地
域
、
食

に
た
ず
さ
わ
る
す
べ
て
の
人
々
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
ま
ち
全
体
で
「
食
育
」
を

推
進
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、「
米
原
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

● 調 査 対 象　市内在住の20歳以上の市民
　　　　　　　 2000人（無作為抽出による）

● 調 査 期 間　平成20年7月
● 調 査 方 法　郵送による配布・回収
● 有効回収数　918人（有効回収率45.9％）

食育に関する
アンケートを実施しました

知
でで

　
「
言
葉
も
意
味
も
知
っ
て
い
る
」
が
47.4
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
言
葉
は
知
っ
て
い

る
が
意
味
は
知
ら
な
い
」
が
37.0
％
、「
言
葉

も
意
味
も
知
ら
な
い
」
が
12.1
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

食
育
と
は
、「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」

を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活

を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る

こ
と
で
す
。

　
「
多
少
問
題
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
よ
い

と
思
う
」
が
61.2
％
と
最
も
高
く
、次
い
で
「
問

題
が
あ
り
改
善
し
た
い
と
思
う
」
が
22.5
％
、

「
よ
い
と
思
う
」
が
12.6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
」
が
55.3
％
と

最
も
多
く
、次
い
で
「
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
う
」

が
45.2
％
、「
食
事
の
時
間
が
不
規
則
」
が

35.5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 1

あ
な
た
は
、「
食
育
」
と
い
う
言
葉

や
そ
の
意
味
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

問 3

あ
な
た
の
食
生
活
の
問
題
点
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
複
数
回
答
）

問 2

あ
な
た
は
、
自
分
の
食
生
活
を

ど
う
思
い
ま
す
か
。

言葉も意味も
知らない
12.1％

言葉も意味も
知らない
12.1％

言葉も意味も
知っている
47.4％

言葉も意味も
知っている
47.4％言葉は知っているが

意味は知らない
37.0％

言葉は知っているが
意味は知らない
37.0％

不明・無回答
3.5％

問
２ 

で
「
問
題
が
あ
り
改
善
し
た
い
と
思
う
」

ま
た
は
「
問
題
は
あ
る
が
改
善
し
た
い
と
は
思
わ

な
い
」
を
選
ん
だ
人

0 10 20 30 40 50 60
（％）

食べすぎてしまう

間食が多い

栄養のバランスが悪い

欠食がある

中食・外食が多い

食事の時間が不規則

その他

不明・無回答

45.2

32.9

55.3

18.4

28.5

35.5

2.6

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70
（％）

よいと思う 12.6

問題はあるが改善
したいとは思わない 2.3

不明・無回答 1.3

問題があり
改善したいと思う 22.5

多少問題あるが、
おおむねよいと思う 61.2

か
た
よ
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「
感
じ
て
い
る
」
が
51.6
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
多
少
は
感
じ
て
い
る
」
が
37.3
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
言
葉
も
意
味
も
知
っ
て
い
る
」
が
54.1
％

と
最
も
多
く
、次
い
で「
知
ら
な
い
」が
25.1
％
、

「
言
葉
だ
け
は
知
っ
て
い
る
」
が
18.1
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
と
は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
も

の
を
地
元
で
消
費
す
る
こ
と
で
す
。

　
「
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
量
販
店
で
の
地
産
地

消
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
」が
60.9
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
農
水
産
物
直
販
所
の
充
実
」
が
50.4

％
、「
学
校
給
食
や
保
育
所
給
食
で
の
地
域

産
物
の
利
用
促
進
」
が
47.6
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
ま
あ
ま
あ
関
心
が
あ
る
」
が
37.9
％
と
最

も
多
く
、次
い
で
「
そ
れ
ほ
ど
関
心
は
な
い
」

が
31.6
％
、「
関
心
が
あ
る
」
が
23.5
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
食
生
活
・
食
習
慣
の
改
善
」
が
48.4
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
食
品
の
安
全
性
に
関

す
る
理
解
」
が
45.8
％
、「
安
全
安
心
な
農
水

産
物
や
地
産
地
消
に
関
す
る
活
動
」
が
35.2
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
6
月
に
「
米
原
市
食
育
推
進
計

画
」
の
策
定
に
向
け
て
、「
米
原
市
食
育
推

進
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
、
今

年
度
中
の
計
画
策
定
を
目
指
し
て
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
回
の
協
議
会
は
12
月

中
旬
に
開
催
の
予
定
で
す
。

問 4

あ
な
た
は
、
食
品
の
安
全
性
に

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

問 7

あ
な
た
は
、
伝
統
料
理
や
郷
土
料
理

に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま
す
か
。

問 8

あ
な
た
が
、「
食
育
」の
取
組
み
と
し
て
実
践

す
る
と
し
た
ら
何
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
つ
ま
で
）

問 6

あ
な
た
は
、地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
方
策
が
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
つ
ま
で
）

問 5

あ
な
た
は
、「
地
産
地
消
」に
つ
い
て

ど
の
程
度
知
っ
て
い
ま
す
か
。

0 10 20 30 40 50 60
（％）

感じている

多少は感じている

あまり感じていない

感じていない

不明・無回答

51.6

37.3

7.1

1.6

2.4

言葉も意味も
知っている
54.1％

言葉も意味も
知っている
54.1％言葉だけは

知っている
18.1％

言葉だけは
知っている
18.1％

不明・無回答
2.7％

知らない
25.1％
知らない
25.1％

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（％）

農水産物直販所の充実 50.4

28.4

26.9

60.9

12.0

19.0

47.6

9.9

1.6

4.0

生産者と消費者をつなぐネットワークをつくる

地産地消フェアなどのイベントの実施

スーパーなどの量販店での地産地消コーナーの設置

飲食店などでの地域産物の利用促進

地域産物に関する情報提供の充実

学校給食や保育所給食での地域産物の利用促進

学校等での食に関する教育の充実

その他

不明・無回答

0 5 10 15 20 25 30 35 40
（％）

関心がある

まあまあ関心がある

それほど関心はない

関心はない

不明・無回答

23.5

37.9

31.6

4.9

2.1

0 10 20 30 40 50
（％）

食生活・食習慣の改善

食品の安全性に関する理解

食を通じたコミュニケーション

食事に関するあいさつの励行や作法の習得

安全安心な農水産物や地産地消に関する活動

自然への恩恵や生産者等への感謝・理解、農林漁業等に関する体験活動

環境との調和、食品廃棄の削減や食品リサイクルに関する活動

郷土料理、伝統料理等の優れた食文化の継承

特にない

わからない

その他

不明・無回答

48.4

45.8

17.1

13.4

35.2

17.6

19.0

21.8

6.8

4.5

0.8

3.8

お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
部  

健
康
づ
く
り
課
（
山
東
庁
舎
）

　
　

☎
５
５-

８
１
０
５　
　

５
５-

８
１
３
０
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社
会
保
険
庁
で
は
、
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

と
し
、
国
民
の
皆
様
に
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も

の
と
考
え
、
公
的
年
金
制
度
へ
の
理
解
と
信
頼
を

深
め
て
い
た
だ
く
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
公
的
年
金
は
、
高
齢
者
世
帯
の
所
得
の

約
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
公
的
年
金
に
は
、
将

来
支
給
さ
れ
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
ほ
か
、
不

慮
の
事
故
や
病
気
で
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に

な
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
「
障
害
基
礎
年
金
」、

不
幸
に
も
妻
と
小
さ
な
子
ど
も
を
残
し
て
亡
く

な
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
「
遺
族
基
礎
年
金
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
年
金
を
確
実
に
受
給
す
る
た
め
に
も

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

老
齢
や
退
職
に
よ
る
年
金
は
、
所
得
税
法
上
「
雑

所
得
」
と
し
て
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

課
税
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

期
限
は
、
平
成
20
年
12
月
1
日
（
月
）
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ

ず
、
所
得
税
が
多
く
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、次
の
方
は
課
税
の
対
象
で
は
な
い
た
め
、

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

①
障
害
年
金
ま
た
は
遺
族
年
金
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方

　

②
老
齢
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る
65
歳
未
満
の

方
で
、
年
金
額
が
108
万
円
未
満
の
方

　

③
老
齢
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る
65
歳
以
上
の

方
で
、
年
金
額
が
158
万
円
未
満
の
方

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、
国
民
年
金
保
険

料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」
ま
た
は
「
領
収

証
書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
で
は
、
本
年
１
月
か

ら
９
月
末
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
を
対
象
に
「
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」

を
送
付
し
ま
す
。
発
送
時
期
は
11
月
上
旬
で
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
ま
で
は
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合
ま
た
は
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
で
再

発
行
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

ね
ん
き
ん
月
間
で
す
！

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」の
提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

「
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

　

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
９-

２
３-

１
１
１
４

お
問
い
合
わ
せ

　
『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

　
　

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

　

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所 

年
金
給
付
課

　
　

☎
０
７
４
９-

２
３-

１
１
１
６

11
月
と
い
え
ば…

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
心
豊
か
に

夢
と
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に
育

ち
、
豊
か
な
人
間
性
と
自
立
し
た
責

任
感
の
あ
る
大
人
に
成
長
す
る
こ
と

は
私
た
ち
市
民
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
急
速
な
情
報
化
社

会
の
普
及
に
よ
る
有
害
情
報
環
境
の

広
が
り
や
、
深
刻
さ
を
増
す
児
童
虐

待
、
青
少
年
が
被
害
者
と
な
る
心
無

い
大
人
た
ち
に
よ
る
犯
罪
な
ど
現
代

の
青
少
年
を
取
り
巻
く
状
況
は
決
し

て
望
ま
し
い
も
の
と
は
言
え
な
い
厳

し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
実
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
全
て
の
大
人
た
ち
が
青
少
年

の
健
全
育
成
を
地
域
の
最
重
要
課
題

と
し
て
捉
え
、
一
丸
と
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
を
守
り
育
て
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
行
政

お
よ
び
関
係
機
関
、
諸
団
体
が
こ
う

し
た
願
い
を
共
有
し
連
帯
し
つ
つ
、

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
取
り
組

み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
：
11
月
29
日（
土
）13
時
30
分

●
場
所
：
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ

　

今
大
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
悩
ん
だ
り
、
戸
惑
い
つ
つ
も
一
歩

ず
つ
成
長
し
て
い
く
中
学
生
一
人
ひ

と
り
が
現
在
の
率
直
な
思
い
や
願
い

を
作
文
と
し
て
表
現
す
る
「
中
学
生

広
場　

私
の
思
い
2
0
0
8
（
8
月

31
日
開
催
）」
で
県
優
良
賞
に
選
ば

れ
た
大
東
中
学
校
3
年
生
の
中
島
梨

沙
さ
ん
の
作
文
「
国
境
を
越
え
た
私

の
夢
」
を
朗
読
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
健
や
か
に
成

長
し
て
い
る
彼
女
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
作
品
で
す
。
そ
の
他
、
各
中
学

校
か
ら
の
代
表
者
の
作
文
発
表
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

滋
賀
県
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

米
原
市
青
少
年
育
成
大
会

を
開
催
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

ま
な
び
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
東
庁
舎
）

　
　

☎
５
５-

８
１
０
６

　
　
　

５
５-

４
０
４
０

FAX

public information  Maibara 2008.11.1 8



「
助
け
て
の
小
さ
な
サ
イ
ン
、
受
け
止
め
て
」

―
 

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す ―

　

子
ど
も
の
服
装
が
変
わ
ら
な
い
、
食
事
が

与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
も
…
「
ひ
ょ
っ
と
し

て
虐
待
か
も
…
」た
と
え
、虐
待
環
境
に
あ
っ

て
も
友
だ
ち
の
支
え
や
学
校
や
地
域
の
人
か

ら
の
心
の
手
当
て
が
あ
る
こ
と
で
子
ど
も
は

自
分
の
力
を
発
揮
し
、
成
長
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は
次
世
代
の

親
子
関
係
に
ま
で
虐
待
が
引
き
継
が
れ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
切
な
成

長
期
で
あ
る
が
故
、
虐
待
は
生
涯
を
通
じ
て

人
格
形
成
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
り
、
少
し
で
も
早
期
に
対
応
し
、

子
ど
も
や
家
庭
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
時
、
そ
の

疑
い
が
あ
る
時
に
は
速
や
か
に
連
絡（
通
告
）

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
通
告
は
子
ど
も
ひ

い
て
は
そ
の
保
護
者
を
も
救
う
糸
口
と
な
り

ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
法
律
で
4
つ
に
分
類
し
、

定
義
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
虐
待
は
複
雑

な
問
題
と
し
て
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。

 

身
体
的
虐
待

　

身
体
的
虐
待
は
「
し
つ
け
」
と
銘
う
っ
て

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。「
し

つ
け
」
と
は
、
こ
ど
も
に
自
分
で
行
動
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を
つ
け
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、「
虐
待
」
は
保
護
者
の
意
図
、
思

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
の
成
長
を
阻
害

す
る
不
適
切
な
扱
い
を
言
い
ま
す
。
た
と

え
、
保
護
者
が
愛
情
を
持
っ
て
「
し
つ
け
」

と
と
ら
え
て
い
て
も
、
子
ど
も
の
感
情
や
思

い
を
大
人
の
力
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
「
虐
待
」
で
す
。
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
の

立
場
か
ら
虐
待
か
否
か
は
判
断
し
ま
す
。

 

性
的
虐
待

　

直
接
的
な
被
害
以
外
に
も
、
間
接
的
に
幼

い
頃
か
ら
性
的
な
光
景
を
日
常
的
に
目
に
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
人
と
人
と
の
距
離
の

と
り
方
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
歪
ん
だ
人
間

関
係
の
作
り
方
を
学
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
結

果
的
に
子
ど
も
自
身
が
性
的
被
害
に
合
う
可

能
性
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

ネ
グ
レ
ク
ト

　

た
と
え
ば
、
食
事
を
与
え
な
い
、
家
に
閉

じ
込
め
る
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車

の
中
に
放
置
す
る
、
病
院
に
連
れ
て
行
か
な

い
、
保
護
者
以
外
の
人
か
ら
の
虐
待
を
放
置

す
る
な
ど
。
た
だ
、
子
育
て
は
家
庭
ご
と
に

違
う
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
子
ど
も
の
”放
っ

た
ら
か
し
“の
状
態
の
程
度
の
判
断
と
い
う

の
は
、
と
て
も
難
し
い
も
の
で
す
。
判
断
に

迷
わ
れ
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
心
理
的
虐
待

　

目
に
見
え
な
い
分
、
子
ど
も
の
心
の
発
達

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
直
接
的

な
こ
と
は
暴
力
以
外
に
も
D
V
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
＝
配
偶
者
に
対

す
る
暴
力
）は
直
接
自
分
が
受
け
る
よ
り
も
、

目
撃
す
る
、
物
音
を
聞
く
と
い
う
だ
け
で
も

子
ど
も
に
と
っ
て
は
心
に
大
き
な
傷
を
残
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
の
中
に
は
、
子
ど
も
に
病
気
や

障
が
い
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
ず
、
ど
こ
に
も

相
談
で
き
ず
、
対
応
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

ま
ま
に
保
護
者
が
困
り
果
て
て
い
る
と
い
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
専

門
機
関
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
改
善
し
て

い
く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
子
育
て
、
家

庭
、
親
自
身
の
こ
と
…
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱

え
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
の
た
め

に
、
あ
な
た
の
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市  政  情  報

　人工衛星から届く地震速報などの情報を受信し、市の防災行政無線を自動起動させ、市民のみなさん
に瞬時に情報を伝達する仕組みです。

　市県民税・固定資産税の前納報奨金制度
は、平成21年度から廃止になります。なお、
引き続き全期前納により年税額を１期目に
納付していただくことは可能です。
　今年度、市県民税・固定資産税を口座振
替で全期前納された方には、お知らせの文
書を発送させていただいております。期別
納付（４期）に変更される方は、お知らせ
文書に同封の変更届をご記入の上、各庁舎
窓口・各行政サービスセンターに平成20年
12月25日（木）までにご提出ください。

　米原駅東口周辺地区のにぎわいと活力を創出するため、7月23
日に公募手続きを開始した「※事業プロポーザル」（広報まいばら
8／1号掲載）は、7月30日に開催した説明会に 13社の企業が参加
し、その後、2回にわたり質問書の受付と回答を行うなど、東口駅
前開発に高い関心が寄せられていました。
　しかし、昨今の建設コストの高騰やますます悪化する深刻な経
済状況は、民間企業が新たに進出する環境としては良くない時期
と判断し、10月下旬に予定していた応募提案書類の受付時期を変
更することに決定しました。
　今回の変更は、市の拠点としてよりよい進出提案を民間企業か
ら出してもらうために、応募の時期を変更するものであり、今後、
基盤整備が完成する平成22年10月末頃までの 2年程度の間に、再
度、事業進出提案の募集を行いたいと考えています。
　市では、滋賀県唯一の新幹線駅、玄関口にふさわしい都市拠点
づくりを実現するため、引き続き、米原駅東口周辺の一体的なま
ちづくりに取り組んでまいります。

※事業プロポーザルとは、資金の調達、施設などの建設、管理・
運営を行おうとする事業者からの提案に基づきまちづくりを行
う事業者を選定する方法です。

市県民税（普通徴収）もし
くは固定資産税の年税額
を、第１期の納期限内に
完納される場合、一定の
計算により算出した前納
報奨金額を差し引いて納
めていただく制度です。

お問い合わせ　市民部  防災安全課（近江庁舎）　☎ 52-6630　　　52-6930FAX

お問い合わせ
　市民部  税務課（近江庁舎）
　☎ 52-1556　　　52-8730FAX

お問い合わせ　都市整備部  米原駅周辺整備課（米原庁舎）
　　　　　　　☎ 52-6783　　　52-5195FAX

11月から防災行政無線による
全国瞬時警報システム（J-ALERT）の

運用を開始します！

11月から防災行政無線による
全国瞬時警報システム（J-ALERT）の

運用を開始します！
J-ALERTとは

人工衛星

防災無線により伝える情報は…
■緊急地震速報
震度 4 弱以上と推定された地震についてお
知らせします。ただ、震源に近い地域では、
速報が強い揺れに間に合わない場合があり
ますので、ご注意ください。
■その他
気象警報、震度速報（地震発生後の速報）、
武力攻撃事態の警報などを予定しています。

米 原 市

米原市
避難して下さい

防災無線

地震速報など瞬　　時

市県民税・固定資産税米原駅東口周辺まちづくり事業プロポーザル
応募提案時期の変更のお知らせ にかかる前納報奨金制度は廃止となります。

※前納報奨金制度…

ジェイ　・　　アラートジェイ　・　　アラート
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　のろしは昔、戦や事件の発生などを伝えるため、見通しのきく場所で火をたき、その
煙を通信手段に使ったものです。11月23日に行われる「琵琶湖一周のろし駅伝」は、各
地に点在する中世の山城跡を大切に守る人たち同士を結びつける、現代らしい「のろし」
の使い方です。今年は40箇所以上の山城が参加し行われます。平成14年に米原市から始
まったこの取り組みは、滋賀県を越えて広がり、10月25日には「北陸ルートのろし駅伝」
が開催され滋賀県から遠く新潟県までその輪が広がっています。

山城をつなぐ狼煙の輪

1 土

2 日

4 火

5 水

11火

12水

13木

6 木

7 金

8 土

9 日

14金

15土

16日

10月

17月

18火

19水

20木

21金

22土

水26

23日

木27

24月

29土

30日

金28

25火

子どもだけの映画会[ジョイいぶき](13時30分～)
伊吹秋の文化祭[ジョイいぶき](～３日)
みんなの本のリサイクル[ルッチプラザ]（～３日１５時）
Ｋｉｄｓクッキング教室[近江公民館](10時～)
ちりめん細工教室(土曜コース)[近江公民館](13時30分～)
和太鼓教室[近江公民館](13時30分～)
第３回米原市芸術展「絵画・写真の部巡回展」[醒井水の宿駅](～13日)

心配ごと総合相談[近江やすらぎハウス](10時～12時)

ちりめん細工教室(水曜コース)[近江公民館](９時30分～)

すくすくカモン[山東公民館]（10時～11時30分）
四季を楽しむ園芸講座(年間園芸講座)[米原公民館](13時30分～)

ネットカフェ[米原公民館](9時～12時)

心配ごと総合相談[三島荘(池下)](10時～12時)
親子書き方教室[米原公民館](18時～19時)
英会話教室[近江公民館](19時30分～)

こころの相談室[和ふれあいセンター](13時30分～)
年賀状作成(初回)[山東公民館](19時30分～)
腹話術教室[近江公民館](19時～)

結婚相談[山東庁舎](13時30分～16時)

和紙ちぎり絵教室[近江公民館](10時～)
キッズ「花遊」教室[近江公民館](10時～)
和太鼓教室[近江公民館](13時30分～)
平成20年度「おうみ作品展」[近江公民館](～24日)

福田寺公家奴振り[福田寺](13時～)
「しゅんこう和紙ちぎり絵展ー三吉会館和紙ちぎり絵サークル発表会ー」[醒井水の宿駅](～12月９日)
おはなし会[山東図書館]（１４時～）

心配ごと総合相談[ゆめホール(三吉)](10時～12時)
親子書き方教室[米原公民館](18時～19時)
英会話教室[近江公民館](19時30分～)

すくすくカモン[山東公民館]（10時～11時30分）

予約制年金相談[米原公民館]（14時～）

子育てふれあいサロン[ジョイいぶき](９時30分～)
薬草ボランティア[ジョイいぶき](８時30分～)
ニットカフェ[米原公民館](9時～12時)
ちりめん細工教室(水曜コース)[近江公民館](９時30分～)

すぱーく朝市！(9時～10時)
こども囲碁教室[米原公民館](13時～15時)

心配ごと総合相談[伊吹健康プラザ愛らんど](10時～12時)

薬草講座[ジョイいぶき](10時～)
ご縁の人間学「十講」[ジョイいぶき](19時30分～21時)
おはなし会[近江図書館]（１１時～）
こころの相談室[Ｓ・Ｃプラザ](13時30分～)
ネットカフェ[米原公民館](9時～12時)
腹話術教室[近江公民館](19時～)
パソコン教室（ワード活用）[山東公民館](13時30分～16時30分（初回））
にこにこおはなし会[米原公民館]（10時～）
結婚相談[山東庁舎](13時30分～16時)

パソコン教室（エクセル活用）[山東公民館](13時30分～16時30分（初回））

「米原発！古き良き伝統文化の再発見　中山道柏原宿編」[近江公民館](10時～)
男性専科講座[ジョイいぶき](10時～)
ミュージックストーリー[ルッチプラザ]（１６時～）
子ども茶道教室・子ども将棋教室[山東公民館]（13時30分～15時30分）

※こころの教育相談の日程は「フレーフレー子育て（15ページ）」に掲載しています。

の ろ し

3 月
文化の日

振替休日

勤労感謝の日

山東文化祭[山東公民館](～３日)
米原ふれあい文化祭[米原公民館](～３日)
おはなし会[ジョイいぶき]（10時～）
おはなし会[山東図書館]（14時～）

レッツウォーキング(ゆったりコース)[五色の滝方面](10時～15時)
雑誌のリサイクル[近江図書館]（～15日18時）
子ども将棋教室[山東公民館]（13時30分～15時30分）
Ｋｉｄｓシュガー教室[近江公民館](10時～)
ブレイクダンスメイト[近江公民館](13時～)
ちりめん細工教室(土曜コース)[近江公民館](13時30分～)
滋賀県母子寡婦福祉大会[県立文化産業交流会館](10時～)
2008鴨の里ふれあいマラソン[三島池周辺]　問 まなび推進課
男性専科講座[五色の滝方面](10時～15時)
すぱーく朝市！(9時～10時)
こども囲碁教室[米原公民館](13時～15時)

親子でフィットネス[愛らんど](10時～11時)　問 ジョイいぶき
パソコン年賀状作成(初回)[山東公民館](10時～/13時30分～)
パソコン教室（ワード活用）[山東公民館](19時30分～21時30分（初回））

水の恵みウォーキング[山東地域](９時～15時)　問 まなび推進課
ブレイクダンスメイト[近江公民館](13時～)
ちりめん細工教室（土曜コース）[近江公民館]（9時30分～）
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お問い合わせ　健康福祉部  健康づくり課（山東庁舎）　☎ 55-8105　　　55-8130

会場について 場所がわからないときは、健康づくり課までお気軽にお問い合わせください。

●健康づくり課
●山東健康福祉センター
●伊吹保健センター

山東庁舎内（長岡）
ルッチプラザ内（長岡）
伊吹健康プラザ愛らんど内(春照）

●近江保健センター
●米原保健センター
●米原げんきステーション

近江庁舎に併設（顔戸）
米原診療所に併設（三吉）
米原庁舎　南隣（下多良）

インフルエンザを予防しましょう

参加を希望される方は、前日までに電話でお申込ください。

◆運動自主グループ活動・参加者募集中！！

運 動 相 談

12月

12月

12月

12月

実施日 受付時間 会　　場 持ち物

13：30～15：00

山東健康福祉センター

米原げんきステーション

伊吹保健センター

近江保健センター

健診結果通知書

運動シューズ

タオル

飲み物

※運動しやすい服装でお越し下さい。

栄 養 相 談
参加を希望される方は、前日までに電話でお申込ください。

実施日 受付時間 会　　場 持ち物

13:30～15:30

9:00～11:00

13:30～15:30

9:00～11:00

山東健康福祉センター

近江保健センター

伊吹保健センター

米原げんきステーション

健診結果通知書

筆記用具

眼鏡等

5日（金）

9日（火）

16日（火）

22日（月）

12月

12月

12月

12月

10日（水）

11日（木）

17日（水）

19日（金）

　病気やけがなどで輸血を必要としている患者さん
の尊い生命を救うため、献血のご協力をお願いしま
す。

○対象者　16歳から69歳まで
の健康な方
（ただし65歳以上の方は60歳か
ら64歳の間に献血経験がある
方のみ）

○ご持参いただくもの　免許証または健康保険証、
お持ちの方は献血カード（献血手帳）

＜日　時＞　
11月28日（金）10時～11時30分
　　　　　　 13時30分～15時30分
12月 2日（火）10時～12時
　　　　　　 14時～16時

　インフルエンザは、高熱がでるだけでなく、重症化
や合併症を引き起こす恐れのある感染症です。日頃
から予防を心がけましょう。

１ 栄養と休養を十分にとる
２ ひとごみを避ける
３ 適度な温度、湿度を保つ
４ 外出後は必ず手洗い、うがいをする
５ マスクを着用する

＜高齢者インフルエンザ予防接種＞　
　下記のとおり、高齢者を対象としたインフルエンザ
予防接種を実施します。
実施期間　：平成 20 年 10月15日～12 月 31日
対　　象　：65歳以上の高齢者
自己負担金：2,000 円
持　ち　物：保険証
実施医療機関：市が指定した医療機関（広報 10/15 号

をご覧ください）
　　　　　　米原市外の指定医療機関でも接種でき

ます。健康づくり課へお問い合わせく
ださい。

※　接種の際には、事前に各医療機関へ
　予約をしてください。

健康教室のお知らせ

「小児における冬の
　　　　　　ウイルス感染症」

市立長浜病院　副院長
小児科部長　多賀　俊明　先生

インフルエンザやRSウイルス、ロタウイルス、
ノロウイルスなど冬になると小児に流行しやす
いウイルス感染についてお話します。

平成２０年１１月１３日（木）13時３０分から

長浜市民交流センター　ふれあいホール
長浜市地福寺町4-36

講師：

内容：

日時：

場所：

献血のお知らせ

　専門医によるアルコール相談、精神保健相談会を
実施いたします。いずれも事前予約制で予約受付後
に相談日をご連絡いたします。お気軽にご利用くだ
さい。

＜事前予約申込先＞
健康づくり課　または　長浜保健所　65-6610

アルコール相談・精神保健相談を実施します

参加は自由です直接会場にお越しください！

※駐車スペースが少ないため、乗り合わせておこしください。

＜会場名＞　
米原げんきステーション
平和堂米原店
米原市役所山東庁舎
米原市役所近江庁舎

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。
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お問い合わせ　健康福祉部  健康づくり課（山東庁舎）　☎ 55-8105　　　55-8130

会場について 場所がわからないときは、健康づくり課までお気軽にお問い合わせください。

●健康づくり課
●山東健康福祉センター
●伊吹保健センター

山東庁舎内（長岡）
ルッチプラザ内（長岡）
伊吹健康プラザ愛らんど内(春照）

●近江保健センター
●米原保健センター
●米原げんきステーション

近江庁舎に併設（顔戸）
米原診療所に併設（三吉）
米原庁舎　南隣（下多良）

インフルエンザを予防しましょう

参加を希望される方は、前日までに電話でお申込ください。

◆運動自主グループ活動・参加者募集中！！

運 動 相 談

12月

12月

12月

12月

実施日 受付時間 会　　場 持ち物

13：30～15：00

山東健康福祉センター

米原げんきステーション

伊吹保健センター

近江保健センター

健診結果通知書

運動シューズ

タオル

飲み物

※運動しやすい服装でお越し下さい。

栄 養 相 談
参加を希望される方は、前日までに電話でお申込ください。

実施日 受付時間 会　　場 持ち物

13:30～15:30

9:00～11:00

13:30～15:30

9:00～11:00

山東健康福祉センター

近江保健センター

伊吹保健センター

米原げんきステーション

健診結果通知書

筆記用具

眼鏡等

5日（金）

9日（火）

16日（火）

22日（月）

12月

12月

12月

12月

10日（水）

11日（木）

17日（水）

19日（金）

　病気やけがなどで輸血を必要としている患者さん
の尊い生命を救うため、献血のご協力をお願いしま
す。

○対象者　16歳から69歳まで
の健康な方
（ただし65歳以上の方は60歳か
ら64歳の間に献血経験がある
方のみ）

○ご持参いただくもの　免許証または健康保険証、
お持ちの方は献血カード（献血手帳）

＜日　時＞　
11月28日（金）10時～11時30分
　　　　　　 13時30分～15時30分
12月 2日（火）10時～12時
　　　　　　 14時～16時

　インフルエンザは、高熱がでるだけでなく、重症化
や合併症を引き起こす恐れのある感染症です。日頃
から予防を心がけましょう。

１ 栄養と休養を十分にとる
２ ひとごみを避ける
３ 適度な温度、湿度を保つ
４ 外出後は必ず手洗い、うがいをする
５ マスクを着用する

＜高齢者インフルエンザ予防接種＞　
　下記のとおり、高齢者を対象としたインフルエンザ
予防接種を実施します。
実施期間　：平成 20 年 10月15日～12 月 31日
対　　象　：65歳以上の高齢者
自己負担金：2,000 円
持　ち　物：保険証
実施医療機関：市が指定した医療機関（広報 10/15 号

をご覧ください）
　　　　　　米原市外の指定医療機関でも接種でき

ます。健康づくり課へお問い合わせく
ださい。

※　接種の際には、事前に各医療機関へ
　予約をしてください。

健康教室のお知らせ

「小児における冬の
　　　　　　ウイルス感染症」

市立長浜病院　副院長
小児科部長　多賀　俊明　先生

インフルエンザやRSウイルス、ロタウイルス、
ノロウイルスなど冬になると小児に流行しやす
いウイルス感染についてお話します。

平成２０年１１月１３日（木）13時３０分から

長浜市民交流センター　ふれあいホール
長浜市地福寺町4-36

講師：

内容：

日時：

場所：

献血のお知らせ

　専門医によるアルコール相談、精神保健相談会を
実施いたします。いずれも事前予約制で予約受付後
に相談日をご連絡いたします。お気軽にご利用くだ
さい。

＜事前予約申込先＞
健康づくり課　または　長浜保健所　65-6610

アルコール相談・精神保健相談を実施します

参加は自由です直接会場にお越しください！

※駐車スペースが少ないため、乗り合わせておこしください。

＜会場名＞　
米原げんきステーション
平和堂米原店
米原市役所山東庁舎
米原市役所近江庁舎

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。安心と健康をサポートします 

12121212
母子健康手帳の交付
妊婦相談

すくすく
ホットライン

　健康づくり課・山東健康福祉センター・近江保健センター・米原保
健センター・米原げんきステーションで交付しています。妊娠中の心
配ごとや、わからないことなどお気軽にご相談ください。

　妊娠・出産・育児などに関するご相談、お問い合わせなど、お気軽
にお電話ください。

☎55-8105 （内線１６４／受付８：３０～１７：１５）

乳幼児健康診査
※いずれも全市域を対象に毎月１回実施します。　　※４か月児健診はBCG接種も実施します。
※赤ちゃん手帳の中の問診票（対象月）を子どもさんの様子をみながら記入して当日ご持参ください。
※体調やご都合が悪い場合は、次回おこしください。

事業名（対象）

４か月児健診 
（平成20年7月生まれ）

13：30～14：00
（BCGは13：00～13：15）12月

12月

12月

12月

5日（金）

12日（金)

16日（火）

18日（木）

12月11日（木）

13：00～13：30

13：00～14：00

9：30～10：30

13：00～14：00

米原げんき
ステーション

◇母子健康手帳　
◇バスタオル

◇母子健康手帳
◇バスタオル　◇子どもの歯ブラシ

◇母子健康手帳　
◇子どもの歯ブラシとコップ

◇母子健康手帳
◇子どもの歯ブラシとコップ
◇子どもの尿（朝一番の尿を空容器
　に入れてご持参ください）

山東健康福祉
センター

１０か月児健診 
（平成20年2月生まれ）

１歳６か月児健診 
（平成19年4月生まれ）

２歳６か月児歯科健診 
（平成18年5月生まれ）

３歳６か月児健診 
（平成17年5月生まれ）

実施日 受付時間 会　場 持ちもの

（歯科健診があり
ますので、はみが
きをしてから、お
越しください。）

◇育児不安、ストレス等の悩みや、子どもの成長・発達など、育児についての相談をお受けします。
◇妊婦の健康相談も行っています。  
◇食事・離乳食についての相談は、栄養士がお受けします。  
◇身体計測  
◇1２月１１日（木）は、心理判定員がお子さんの発達の相談に応じます。 

育児相談 ※時間はいずれも 9：30 ～11：30 です。

12月

12月

12月

12月

3日（水）

11日（木）

12日（金）

19日（金）

伊吹保健センター

近江保健センター

実施日 内　　　容場　所

14：00～15：301歳児歯科健診

誕生日を迎えた月に、湖北歯科医師会会員の歯科医院にお申し込みください２歳～６歳児歯科健診
◇母子健康手帳　

湖北医師会館（長浜市宮司町）

母と子の強い歯をつくろう運動 -主催：湖北歯科医師会 - ※1歳から６歳までのお子さんの誕生月に、歯科健診と歯科指導が　母子ともに無料で受けられます。

事業名（対象） 受付時間 場　　所 持ちもの実施日

1１日(木)1２月

米原げんきステーション

予防接種
※BCGは月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。　※診察前の体温は会場で測定してください。
※予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読み、必要性や副反応について理解したうえで接種してください。
※薬を使用している方は、服薬手帳や薬の説明書など、服薬内容のわかるものを持参してください。

5日(金)12月 13：00～13：15ＢＣＧ
（３か月～６か月未満児）

◇予診票
◇母子健康手帳　

事業名（対象） 場　　所 持ちもの受付時間実施日

おもに1歳未満のお子さんと保護者

子育てサロン ※プレイルームを開放します。　※時間はいずれも 9：30 ～11：30 です。

12月 伊吹保健センター 赤ちゃん広場

事業名 対　　　象場　所実施日
3日(水)

※12月26日（金）の赤ちゃん広場はありません。
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子育て支援センターでは子育て相談を行っています。

一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。

　誰かに自分の気持ちを聴いてもらうことは勇気がいることかも
しれないですね。私たち担当者は、みなさんとお話ししながら一
緒に考えていけたらと思っています。どんな小さなことでもご相
談ください。秘密厳守です。まず、話せる人に話してみてください。

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

13時～16時30分

10時～17時

10時～15時

☎52-1114

☎55-0061

☎58-2001

毎週月曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

電
話
相
談

来
所
相
談

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

10時～16時

10時～17時

随時

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

★来所相談は
相談日の予約
が可能です。

地域子育て支援センターだより
子育て支援センター あゆっこ 〒521-0016　米原市下多良146-1　米原市立米原中保育園内

☎ ５２-１１１４　　　５２-５１３１

12月のめばえ活動
（親子活動）

★活動しやすい服装で参加してくださいね。

★必要に応じて、着替えやお茶等をご持参ください。

時　　　間

10時～11時30分
（受付　9時45分～）

実施日 会　　場
１２月 ５日（金）
１２月 ９日（火）
１２月１２日（金）
１２月１６日（火）
１２月１９日（金）

下多良公民館
母の郷ニュータウン自治会館

ゆめホール
和ふれあいセンター
多和田会館

● あゆっこ開放

毎週月・水・木曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気楽に遊びに来ていた
だけるお部屋です。

● 園庭開放

月曜日～土曜日　10時～11時30分
園庭にある遊具や砂場で遊びませんか？

子育て支援センター はなばたけ 〒521-0314　米原市春照19５０　いぶき認定こども園内
☎ ５８-２００１　　　５８-２００１

12月の親子活動

時　間

10時～
11時30分

10時～
11時30分

（受付9時45分～）

実施日 会　　場 活動内容
● 保育室開放
毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに
来ていただけるお部屋です。

● 園庭開放
毎週月～金曜日　10時～15時
園庭にある遊具や砂場などでのびのび遊
びましょう。

製作遊びをしよう！
　クリスマスお楽しみ会の飾りを作っ
て遊ぼう。
クリスマスお楽しみコンサートに参加
しよう！
　歌ったり、リズム遊びをします。
※子ども家庭サポートセンターと共催
☆参加希望について
　参加を希望される方は、12月9日（火）
までに、“はなばたけ”または、“子ども
家庭サポートセンター”（☎５５－８１１２）へ
お申し込みください。

クリスマスお楽しみ会！みんなで遊ぼう！
楽しい雰囲気の中で親子のふれあいや、こども同士、親同士の交流を楽しもう！ 

子育て支援センター 寺子屋 〒521-0242　米原市長岡1167-4　長岡保育園内
☎ ５５-００６１　　　５５-８２２２

12月の寺子屋ひろば

時　間

10時～12時
（受付9時45分～）

10時～
11時30分

実施日 活動内容

１２月１３日（土）

ぺったんぺったん　おもちつき！
　地域の方とおもちつきをします。つきたての
おもちにきな粉やしょう油をつけていただきま
す。
　【持ち物】エプロン、三角巾（バンダナ）
クリスマスお楽しみコンサートに参加しよう！
　歌ったり、リズム遊びをします。
※未就園児の兄姉の参加可。
※子ども家庭サポートセンターと共催
☆参加希望について
　参加を希望される方は、 12月15日（月）までに
“寺子屋”または、“子ども家庭サポートセンター”
（☎55－8112）へお申し込みください。

● 寺子屋保育室開放

毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに来て
いただけるお部屋です。
※１１月７日（金）は保育室開放をお休みします。

● 園庭開放

毎週月～土曜日　　10時～11時30分
園庭の遊具や砂場で体を動かしてあそびまし
ょう。

１２月２１日（日）

☆土曜日の寺子屋ひろばはファミリーデー！！　パパの参加も大歓迎！

楽しい活動にいっしょに参加してね。

“プチランド”

１２月 ９日（火）

１２月１６日（火）

いぶき認定
　　こども園

伊吹薬草の里
文化センター

☆参加希望について…参加を希望される方は、“あゆっこ”へお申し込みください。

　未就園児家庭を対象にした「地域子育て支援センター」や、「子ども家庭サポートセンター」

などでは、さまざまな子育て支援活動を展開しています。子どもたちのすこやかな成長と、

楽しい育児を応援していますので、みなさん、ぜひ遊びにきてくださいね！
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子育て支援センターでは子育て相談を行っています。

一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。

　誰かに自分の気持ちを聴いてもらうことは勇気がいることかも
しれないですね。私たち担当者は、みなさんとお話ししながら一
緒に考えていけたらと思っています。どんな小さなことでもご相
談ください。秘密厳守です。まず、話せる人に話してみてください。

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

13時～16時30分

10時～17時

10時～15時

☎52-1114

☎55-0061

☎58-2001

毎週月曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

電
話
相
談

来
所
相
談

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

10時～16時

10時～17時

随時

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

★来所相談は
相談日の予約
が可能です。

地域子育て支援センターだより
子育て支援センター あゆっこ 〒521-0016　米原市下多良146-1　米原市立米原中保育園内

☎ ５２-１１１４　　　５２-５１３１

12月のめばえ活動
（親子活動）

★活動しやすい服装で参加してくださいね。

★必要に応じて、着替えやお茶等をご持参ください。

時　　　間

10時～11時30分
（受付　9時45分～）

実施日 会　　場
１２月 ５日（金）
１２月 ９日（火）
１２月１２日（金）
１２月１６日（火）
１２月１９日（金）

下多良公民館
母の郷ニュータウン自治会館

ゆめホール
和ふれあいセンター
多和田会館

● あゆっこ開放

毎週月・水・木曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気楽に遊びに来ていた
だけるお部屋です。

● 園庭開放

月曜日～土曜日　10時～11時30分
園庭にある遊具や砂場で遊びませんか？

子育て支援センター はなばたけ 〒521-0314　米原市春照19５０　いぶき認定こども園内
☎ ５８-２００１　　　５８-２００１

12月の親子活動

時　間

10時～
11時30分

10時～
11時30分

（受付9時45分～）

実施日 会　　場 活動内容
● 保育室開放
毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに
来ていただけるお部屋です。

● 園庭開放
毎週月～金曜日　10時～15時
園庭にある遊具や砂場などでのびのび遊
びましょう。

製作遊びをしよう！
　クリスマスお楽しみ会の飾りを作っ
て遊ぼう。
クリスマスお楽しみコンサートに参加
しよう！
　歌ったり、リズム遊びをします。
※子ども家庭サポートセンターと共催
☆参加希望について
　参加を希望される方は、12月9日（火）
までに、“はなばたけ”または、“子ども
家庭サポートセンター”（☎５５－８１１２）へ
お申し込みください。

クリスマスお楽しみ会！みんなで遊ぼう！
楽しい雰囲気の中で親子のふれあいや、こども同士、親同士の交流を楽しもう！ 

子育て支援センター 寺子屋 〒521-0242　米原市長岡1167-4　長岡保育園内
☎ ５５-００６１　　　５５-８２２２

12月の寺子屋ひろば

時　間

10時～12時
（受付9時45分～）

10時～
11時30分

実施日 活動内容

１２月１３日（土）

ぺったんぺったん　おもちつき！
　地域の方とおもちつきをします。つきたての
おもちにきな粉やしょう油をつけていただきま
す。
　【持ち物】エプロン、三角巾（バンダナ）
クリスマスお楽しみコンサートに参加しよう！
　歌ったり、リズム遊びをします。
※未就園児の兄姉の参加可。
※子ども家庭サポートセンターと共催
☆参加希望について
　参加を希望される方は、 12月15日（月）までに
“寺子屋”または、“子ども家庭サポートセンター”
（☎55－8112）へお申し込みください。

● 寺子屋保育室開放

毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに来て
いただけるお部屋です。
※１１月７日（金）は保育室開放をお休みします。

● 園庭開放

毎週月～土曜日　　10時～11時30分
園庭の遊具や砂場で体を動かしてあそびまし
ょう。

１２月２１日（日）

☆土曜日の寺子屋ひろばはファミリーデー！！　パパの参加も大歓迎！

楽しい活動にいっしょに参加してね。

“プチランド”

１２月 ９日（火）

１２月１６日（火）

いぶき認定
　　こども園

伊吹薬草の里
文化センター

☆参加希望について…参加を希望される方は、“あゆっこ”へお申し込みください。

　未就園児家庭を対象にした「地域子育て支援センター」や、「子ども家庭サポートセンター」

などでは、さまざまな子育て支援活動を展開しています。子どもたちのすこやかな成長と、

楽しい育児を応援していますので、みなさん、ぜひ遊びにきてくださいね！

旧いぶき保育園

近江公民館

勤労青少年ホーム

旧米原小学校

旧いぶき保育園

近江公民館

勤労青少年ホーム

旧米原小学校

旧いぶき保育園

近江公民館

勤労青少年ホーム

こころの教育相談

日　時 会　場 日　時 会　場

11月

11月

11月

11月

11月

11月

4日（火）

5日（水）

6日（木）

10日（月）

11日（火）

12日（水）

9時～12時

9時～12時

9時～12時

14時～17時

9時～12時

9時～17時

11月

11月

11月

11月

11月

13日（木）

17日（月）

18日（火）

19日（水）

20日（木）

9時～12時

14時～17時

9時～12時

9時～12時

9時～17時

専門のカウンセラーが、子どもやその家族が抱える心の問題についてご相談に応じます。
相談時間はひとり約45分で、予約制です。お申込みは原則、学校を通じて受け付けていますが、
子ども家庭サポートセンター（☎ 55-8112）への直接の申し込みも受け付けています。

安心して子育てをするために！

　　　　〝 赤ん坊のときは、肌をはなすな　　幼児のときは、手をはなすな
　　　　　　　子どものときは、目をはなすな　　少女のときは、心をはなすな 〟

　勤労青少年ホームの壁に貼ってあったこの言葉に目がとまりました。まさに子育てに大切なことを言い表
しているように思います。みんなに守られているという安心感が子どもには必要なのです。
　昔は、子どもが大家族や地域の中で、たくさんの大人に見守られて育っていました。外では常に子ども
の声が響きわたり、子どもには大人たちの厳しくもあたたかいまなざしが注がれていました。しかし、今
は少子化や核家族化が進み、人と人がつながることがむずかしくなってきました。慣れない土地で、慣れ
ない子育てや家事に奮闘し、身近に話せる人もなく孤独感や閉塞感の中で日々どうしたらいいのかと悩む
人もあります。
　子どもの困った行動やしつけに「うまくいかない感」や「イライラ感」を募らせることは大なり小なり親
なら誰にでもあることです。そんなとき、親どうしが何気ない話をするだけで、気が楽になったり困ってい
ることを助けてもらったりでき、安心した子育てができます。
　地域のいろいろなところで親子活動や子育て講演会、相談活動などが
行われています。こうしたところへ出かけたり、電話をしてみるのもひと
つのきっかけになるかもしれません。子ども家庭サポートセンターでは「お
やこサロン」「子育て講座」を開催しています。また、地域子育て支援セ
ンターでは「めばえ」「プチランド」「寺子屋」の親子活動や部屋･園庭開放、
相談活動を行っています。ぜひご利用ください。

子育て中のみなさん、一度のぞいてみてください。楽しい時間を一緒につくりましょう。

★持ち物：お茶（水筒）、タオルなど　　　★お申し込み不要

おやこサロン
実施日 活　動　内　容 時　　間会　　場

クリスマス飾りを作ろう 10時～11時30分坂口会館12月 4日（木）
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米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く 

44

息
長
丹
生
真
人
氏
と
丹
生
谷
の
文
化
財
（
前
編
）

息お
き
な
が
の長
丹に

う

の生
真ま

ひ

と人

　
米
原
市
内
に
は
、
息お

き

長な
が

古
墳
群
を
は
じ

め
と
し
て
、
近
江
の
古
墳
文
化
を
研
究
す

る
う
え
で
貴
重
な
古
墳
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
『
米
原
歴
史
街
道
』
で
紹

介
し
た
下
丹
生
古
墳
（
市
指
定
文
化
財
／

下
丹
生
）
は
、
古
墳
時
代
後
期
（
六
世
紀

後
半
頃
）
の
横
穴
式
の
石
室
が
ほ
ぼ
完
全

に
残
っ
て
い
て
、
な
か
に
入
っ
て
内
部
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
市
内
で
は
唯

一
の
貴
重
な
古
墳
で
す
。

　
下
丹
生
古
墳
は
、
善ぜ

ん

仁に
ん

寺じ

背
後
の
標
高

約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
に
築
か
れ
た

円
墳
で
、
直
径
約
一
四
．
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
三
．
五
メ
ー
ト
ル
を
測
り
ま
す
。

大
人
で
も
か
が
め
ば
入
る
こ
と
の
で
き
る

石
室
は
、
奥
行
き
が
約
七
．
五
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
古
墳
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
葬

ら
れ
て
い
た
の
か
は
、
副
葬
品
が
の
こ
っ

て
い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

古
墳
が
丹
生
谷
の
主
要
部
分
を
見
渡
せ
る

よ
う
な
眺
望
の
よ
い
丘
陵
先
端
に
あ
る
こ

と
や
、
集
落
か
ら
も
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
を
治
め
て
い

た
有
力
な
地
方
豪
族
の
墓
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
天
武
天
皇
の
時
代
、
息
長
氏
は
天て

ん

武む

八は
っ

姓せ
い

の
第
一
位
の
「
真ま

ひ

と人
」
姓
を
賜
り
ま
す
。

「
丹
生
」
は
、
赤
色
の
顔
料
で
あ
る
丹に

が

産
出
す
る
土
地
の
地
名
で
、
こ
の
丹
は
古

代
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
奈

良
時
代
の
『
正
倉
院
文
書
』
に
は
、
息
長

丹
生
真
人
氏
が
多
く
登
場
し
ま
す
。
こ
の

一
族
は
奈
良
の
都
に
い
て
、
画え

た
く
み
の
つ
か
さ

工
司
の
令れ

い

史し

や
画え

か

き師
、
造ぞ

う

東と
う
だ
い大
寺じ

し司
の
画

え
が
き

所と
こ
ろ
の
り
ょ
う
領
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
朝
廷
の
画
師
集
団
と
し
て
寺
院
の
造

営
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
息
長
丹
生
真
人
が
、
息
長
氏
か
ら
分

か
れ
て
こ
の
地
に
進
出
し
た
一
族
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
下
丹
生
古
墳
は
息
長
丹
生

真
人
一
族
の
先
祖
の
墓
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

木
彫
の
里
・
上
丹
生

　
昭
和
五
八
年
、
静
岡
県
袋
井
市
の
茶
畑

か
ら
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘
が
掘
り
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
鐘
は
平へ

い

じ治
元
年
（
一
一
五
九
）
に
鋳
造

さ
れ
た
も
の
で
、
鐘
の
一
面
に
作
成
し

た
小

し
ょ
う

鋳い
も

師じ

と
し
て
「
息
長
法ほ

う

修し
ゅ
う

、
同
定さ

だ

房ふ
さ

」
の
銘め

い

文ぶ
ん

が
あ
り
ま
し
た
。
直
接
近
江

の
息
長
氏
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
息
長
丹
生
真
人
一
族
が
画
工
集

団
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
鋳い

物も
の

師

に
な
っ
た
一
族
も
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
現
在
、
上
丹
生
地
区
は
木
彫
の
里
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
文
化
年

間
（
一
九
世
紀
初
頭
）
に
上
田
長
蔵
・
勇

助
兄
弟
が
京
都
に
上
っ
て
、
彫
刻
師
に
つ

い
て
技
を
磨
き
、
帰
郷
し
て
霊
仙
山
の
良

質
の
木
材
を
活
か
し
て
、
社
寺
堂
塔
用
彫

刻
・
仏
壇
彫
刻
・
欄
間
な
ど
、
京
都
仕
込

み
の
装
飾
性
の
高
い
作
品
を
生
産
し
、
現

在
の
地
場
産
業
と
し
て
の
基
礎
を
築
か
れ

た
と
い
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
古
代
、
寺
院

造
営
の
画
師
集
団
と
し
て
中
央
で
活
躍
し

た
息
長
丹
生
真
人
一
族
の
伝
統
が
、
木
彫

と
い
う
手
法
・
作
品
に
か
わ
り
な
が
ら
も
、

現
在
で
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
さ
て
、
息
長
丹
生
真
人
の
一
族
か
ら
輩

出
さ
れ
た
人
物
は
画
師
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
奈
良
時
代
、
霊
仙
山
に
は
「
霊

り
ょ
う

山ぜ
ん

寺じ

」
と
い
う
山
岳
寺
院
が
創
建
さ
れ
ま

し
た
。
神じ

ん

護ご

景け
い

雲う
ん

三
年
（
七
六
九
）
に
は
、

霊
仙
七
ヶ
別
院
の
一
つ
松
尾
寺
が
丹
生
の

地
に
建
立
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
修
行
し
た

と
い
わ
れ
る
霊り

ょ
う
ぜ
ん仙
三さ

ん
ぞ
う蔵
も
息
長
丹
生
真
人

の
一
族
な
の
で
す
。

（
ま
な
び
推
進
課
）

▲谷を望む下丹生古墳

▲丹生川から霊仙遠望

17 public information  Maibara 2008.11.1



　

市
民
の
皆
さ
ん
と
平
尾
市
長
が
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
や
課
題
に
つ
い
て
語
り
合

い
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
「
市

長
と
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
」。

　

今
回
は『
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

助
け
合
っ
て
暮
ら
せ
る
、
ス
ト
レ
ス
の
な
い

生
活
の
場
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
、
少
子
高

齢
化
や
過
疎
化
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
、

伊
吹
北
部
地
域
で
取
り
組
み
を
進
め
て
お
ら

れ
る
「
東
草
野
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

12

※
東
草
野
地
域
は
東
草
野
小
中
学
校
区
の
4

集
落
（
甲
津
原
、
曲
谷
、
甲
賀
、
吉
槻
）
で

構
成
さ
れ
、
姉
川
の
源
流
に
位
置
す
る
地
域

で
す
。
人
口
は
4
集
落
を
あ
わ
せ
て
お
よ
そ

3
8
0
人
。
少
子
高
齢
化
や
過
疎
が
急
速
に

進
み
、
20
年
前
と
比
べ
て
人
口
は
4
割
減
少

し
、
高
齢
化
率
は
50
％
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
行
政
主
導
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
問
題
解
決
に

十
分
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

東
草
野
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会（
以
下「
懇

話
会
」
と
い
う
）
で
は
、「
地
域
を
守
る

の
は
そ
こ
に
住
む
自
分
達
だ
」
と
の
思
い

か
ら
、
ど
う
す
れ
ば
過
疎
を
く
い
と
め
、

住
み
良
い
地
域
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
考
え
、
4
集
落
が
協
力
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

懇
話
会
で
は
、
地
域
内
外
の
多
く
の
方

に
東
草
野
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地

域
の
発
展
に
力
を
頂
き
た
い
と
次
の
２
つ

の
部
会
を
設
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
県
や
市

な
ど
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
「
田
舎
暮

ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

都
市
住
民
の
方
々
と
の
交
流
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
不
通
区
域
が
あ
る

こ
と
が
長
年
の
懸
案
で
し
た
が
、
懇
話
会

が
主
体
と
な
り
署
名
活
動
を
展
開
し
た
と

こ
ろ
、
1
万
を
超
え
る
署
名
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
届

け
、
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ア
ン
テ
ナ

の
設
置
に
向
け
、
取
組
み
を
進
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
っ
て
増
え
る
空
家
を

調
査
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
交
流

事
業
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

懇
話
会
の
設
立

イ
ベ
ン
ト
部
会
で
は

　

都
会
の
方
の
空
家
へ
の
関
心
は
高
く
、

今
後
は
地
域
の
資
源
と
し
て
空
家
を
活
か

し
、
東
草
野
地
域
の
魅
力
を
訴
え
、
都
会

の
方
々
を
呼
び
込
ん
で
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
草
野
地
域
は
住
む
に
は
本
当
に
い
い

と
こ
ろ
。
し
か
し
、
過
疎
化
に
よ
り
、
消

防
団
や
地
域
の
役
員
な
ど
の
担
い
手
が
不

足
し
、
交
代
す
る
こ
と
も
難
し
い
状
況
で

す
。

　

都
会
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
と
と
も
に
助

け
合
っ
て
安
心
し
て
生
活
し
、
高
齢
者
が

ま
ち
に
行
か
な
く
て
も
最
低
限
の
生
活
が

　

▲

甲
津
原
農
業
体
験
ツ
ア
ー〝
秋
〞に
て

空
家
対
策
部
会
で
は

様
々
な
課
題
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齢
化
し
て
お
り
、
後
継
ぎ
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
が
課
題
。
ま
た
、
特
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
の
は
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
な
ど
に
よ
る
獣
害
の
問
題
で
す
。

　

今
後
と
も
、
４
集
落
が
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
で
、
行
政
か

ら
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
は
今
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会

を
迎
え
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
の
深

刻
化
、
さ
ら
に
は
食
糧
自
給
率
や
食
の
安

全
に
対
す
る
問
題
な
ど
、
暮
ら
し
を
中
心

に
国
民
の
価
値
観
が
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

米
原
市
で
も
今
、
全
国
を
上
回
る
速
さ

で
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に

伊
吹
北
部
地
域
で
は
、
集
落
機
能
に
影
響

を
及
ぼ
す
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
ト
ー
ク
で
は
、
農
業
や
林
業
の

担
い
手
確
保
や
獣
害
な
ど
へ
の
対
応
を
は

じ
め
、
多
く
の
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
が
、
東
草
野
地
域
で
懇
話

会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
様
々
な
議

論
を
行
い
、
取
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
新
し
い
時
代
を

築
く
最
先
端
の
取
組
み
で
す
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
「
ふ
る
さ
と
」
に
は
、

美
し
い
水
や
食
料
、
自
然
環
境
な
ど
、
他

で
は
決
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
価
値

が
あ
り
ま
す
。
”こ
こ
で
こ
そ
“の
暮
ら
し

が
評
価
さ
れ
、
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
「
山
ば
っ
か
り
で
何
も
無
い
」
で
は
な

く
、
実
は
森
林
が
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
、
酸

素
を
出
し
て
い
る
。「
山
が
あ
っ
て
良
か

っ
た
ね
」
と
言
え
る
時
代
が
目
の
前
に
来

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
女
性
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
草
野
地
域
な
ら
で

は
の
、
女
性
の
知
恵
や
感
性
、
元
気
に
は

い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
こ
に
は
大
変
美
味
し
い
米
や
野
菜
な
ど

が
あ
り
、
子
ど
も
達
は
非
常
に
元
気
で
健

全
な
育
ち
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
地
域
自
ら

が
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
、
暮
ら
し
に
必

要
な
利
便
を
互
い
に
確
保
し
、
支
え
合
う
、

自
立
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
起

こ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

米
原
市
で
は
今
、『
水
源
の
里
に
関
す

る
条
例
』
の
制
定
に
向
け
、
市
民
、
検
討

委
員
会
の
皆
さ
ん
に
議
論
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
「
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
の
人
々

に
囲
ま
れ
て
、
こ
の
地
域
で
年
を
重
ね
る
。

老
い
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
優
し
さ
と
安
心
感

が
あ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
東
草
野
地
域
だ
け
で
解
決
で

き
な
い
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
は
、
地
域

を
越
え
て
米
原
市
全
体
で
支
え
あ
う
。
地

域
の
絆
を
活
か
し
た
田
舎
都
市
・
米
原
市

な
ら
で
は
の
取
組
を
進
め
、
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
、
中
央
と
地
方
、
都
会
と
田
舎

の
望
ま
し
い
共
生
と
交
流
の
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
…

　
　

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
問

題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
解
決
し
、
社

会
環
境
や
生
活
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る

活
動
。

今回参加された皆さん
上段左から

▲

鳩代利博さん、山崎茂さん、 𠮷田徹さん、今川信治さん、舩川富太郎さん
下段左から

▲

姉川好博さん、法雲俊邑さん、平尾市長、 𠮷原俊一郎さん、早川博さん

市民の暮らしと米原市政

対
話
を
終
え
て

　
　
　
　

〜
平
尾
市
長
か
ら
〜

で
き
る
、
豊
か
な
老
後
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
生
活
の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
草
野
小
中
学
校
は
、
小
・
中
学
生
あ

わ
せ
て
も
20
人
程
度
の
小
規
模
校
で
す

が
、
子
ど
も
達
は
活
き
活
き
と
成
長
し
て

お
り
、
素
晴
ら
し
い
学
校
で
す
。
何
と
か

守
っ
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
化
し
た
集
落
で
は
、
地
域
で
協
力

し
て
除
雪
を
す
る
こ
と
も
難
し
い
状
況

で
、
自
分
が
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
に
、

だ
れ
が
除
雪
し
て
く
れ
る
の
か
不
安
で

す
。

　

地
元
で
採
れ
た
米
は
、
大
変
美
味
し
く
、

都
会
の
人
た
ち
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
農
業
の
担
い
手
は
高 ▲五色の滝（曲谷）

19 public information  Maibara 2008.11.1



考えよう！ No.８

お
問
い
合
わ
せ

　
　

人
権
推
進
課　

☎
５
２-

６
６
２
９

世
界
人
権
宣
言（
抜
粋
）

第
一
条

　

 

す
べ
て
の
人
間
は
、
生
れ
な

が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て

平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性

と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お

り
、
互
い
に
同
胞
の
精
神
を

も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

皆
さ
ん
は
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
、『
世
界
人
権
宣
言
』
が
、
一

九
四
八
年
の
第
三
回
国
連
総
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
て
か
ら
六
〇
年
目
の
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
宣
言
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

よ
っ
て
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
、

悲
劇
と
破
壊
を
も
た
ら
し
た
反
省
か
ら

『
差
別
を
撤
廃
し
、
人
権
を
確
立
す
る

こ
と
が
恒
久
平
和
に
通
じ
る
。』
と
の

確
信
の
も
と
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
日

の
国
際
的
な
人
権
尊
重
の
潮
流
の
も
と

と
な
っ
た
こ
の
『
世
界
人
権
宣
言
』
で

は
、
そ
の
第
一
条
に
お
い
て
「
す
べ
て

の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自

由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳
と
権
利
と
に
つ

い
て
平
等
で
あ
る
。」
と
規
定
し
、
基

本
的
自
由
と
人
権
の
尊
重
の
大
切
さ
を

高
ら
か
に
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
世
界
人
権
宣
言
の
基
本
精
神

は
、
国
際
人
権
規
約
や
人
種
差
別
撤
廃

条
約
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
権
に
関
す

る
条
約
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
連

で
は
、
戦
後
六
〇
余
年
に
わ
た
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
国
際
的
な
規
模
で
人
権
を

保
障
し
よ
う
と
す
る
取
組
み
を
展
開

し
、
人
権
尊
重
が
世
界
の
潮
流
と
な
り

ま
し
た
。

　

国
内
で
も
国
際
人
権
規
約
や
人
種
差

別
撤
廃
条
約
な
ど
の
批
准
を
契
機
に
す

べ
て
の
人
の
人
権
尊
重
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
も
、
世
界
人
権

宣
言
の
意
義
を
再
認
識
し
、
そ
こ
に
示

さ
れ
た
精
神
を
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
普
及
さ
せ
、
人
権
尊
重
の
精
神
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。　

２００８
人権尊重と部落解放を
めざす市民のつどい

　市民一人ひとりの人権意識の高揚と市民の交流・
連帯の機会を図り、お互いの人権が尊重された明る
いまち・米原市を築くことを目的に開催します。
　皆さんお誘い合わせのうえご参加ください。

　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セ
クシュアル・ハラスメント、ストーカー行為等の暴
力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、決
して許されるものではありません。
　この運動期間を機会に、女性への
暴力に対する意識を見直し、暴力の
ない社会づくりを進めましょう。

平成20年11月 22日（土）
午後１時～４時
米原市米原公民館　大ホール
講演とふれあいトーク・ピアノコンサート
　講　演　「～大きな視野で考え学ぶ～
　　　　　国際感覚で人権を考えよう」

評論家　吹浦　忠正氏
　演　奏　「クラシック･ピアノで
　　　　　世界一周の旅」

ピアニスト　山季　布枝氏
人権啓発作品入賞者表彰

ふき うら      　ただ まさ

やま  き　       のぶ　え

女性に対する暴力の相談機関
～ひとりで悩まず相談してください～

○配偶者暴力相談支援センター　
　・彦根子ども家庭相談センター　
　　　　　　　　　　TEL ０７４９－２４－３７４１
　・滋賀県立男女共同参画センター
　　　　　　　　　　TEL ０７４８－３７－８７３９
○女性の人権ホットライン・・・TEL ０５７０－０７０－８１０
○米原市男女共同参画センター・・・TEL ５４－２４４４
○米原市人権推進課・・・・・・・・・・・・・・・・・TEL ５２－６６２９
※ 緊急の場合は、警察（１１０番）へ連絡して下さい。

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

11月12日（水）～25日（火）は
「女性に対する暴力をなくす運動」

期間です。

お問い合わせ　総務部  人権推進課（米原庁舎）　☎ 52-6629　　　52-4539FAX

日　時

会　場
内　容

ま
い
ば
ら

ま

ー

ー

す
り

れ
ぽ

と

ん

地元の湧水に感謝。湧々まつり開催（9/23）
わく  わく

　古くから地元の人々の生活と農地を潤してきた大清水にあ
る泉神社の湧水に区民みんなで感謝し、これからも大切に守
っていこうと「湧々まつり」が開かれました。この湧水は1日
に約 4,500トンもの豊富な湧水量と一年を通じて12℃前後を
保っており、多くのミネラル分を含んでいるといわれています。
昭和60年には環境庁より「名水百選」に選ばれ、遠方より多
くの人々が水をくみに訪れます。まつりでは「水に抱かれた大
清水のくらし」をテーマに講演が行われたほか、マジックショ
ーやけん玉ショーなどの催しが行われました。この日集まった
地域の人たちは、自然の恵みに感謝し心の絆を深めました。

華麗なバチさばきを披露！
　　　　　　大野木太鼓おどり（10/12）
　秋晴れの空が広がった10月12日、大野木の八相宮で大野木
豊年太鼓踊りが神社に奉納されました。雨乞いのために太鼓を
打ち鳴らし踊ったとされる太鼓踊りは、滋賀県指定の無形文化財
に指定されています。紋付はかま姿のはやし方や大きな特色とな
っている女性の音頭とり、獅子舞なども行われ、大人たちととも
に夏休みから練習を重ねた子どもたちも一緒になって華麗なバチ
さばきを披露しました。

歴史を紐とく上平寺戦国ロマンの夕べ（10/4）
　秋風が少し肌寒く感じる10月4日、上平寺にある国史跡 “京極氏
庭園跡” で「上平寺戦国浪漫の夕べ」が開かれました。このイベン
トは “ 庭園跡 ” を地域の活性化に役立てようと、上平寺まちづくり推
進委員会によって開催されました。第1部では戦国時代の上平寺は
戦略的にどのような役割であったについての講演や、浅井・朝倉軍
と織田軍に分かれての闘論が行われ、参加者は両軍の主張が繰り
返されるたびに歓声を上げていました。
　第2部では力強い勝居炎陣太鼓やギターと葦笛の演奏による澄ん
だ音色が響きました。
　日が落ちると、庭園内にちりばめられた 3,000 個の手づくり行灯
に明かりが灯され、行灯のやわらかな光で庭園が幻想的に浮かび
上がりました。

「米原ガンバレ！ふるさと応援寄付金」に100万円のご寄付をいただきました（10/10）
　10月10日「米原ガンバレ！ふるさと応援寄付金」に100万円のご寄付
をいただいた能登瀬出身で東京都在住の鹿取源三さんに感謝状が送ら
れました。鹿取さんは「ふるさとへの想いは年をとればとるほどその想
いは深くなりますね。米原の発展のために有効に使っていただきたい」
と話されていました。寄付金は、ご指定いただいた米原駅自由通路のア
ートデザインの製作に大切に活用させていただきます。
　なお、ふるさと応援寄付金には 10月10日現在、8件110万4千円のご
寄付をいただいております。今後も引き続きみなさまのご協力よろしくお
願いいたします。
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考えよう！ No.８

お
問
い
合
わ
せ

　
　

人
権
推
進
課　

☎
５
２-

６
６
２
９

世
界
人
権
宣
言（
抜
粋
）

第
一
条

　

 
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
れ
な

が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て

平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性

と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お

り
、
互
い
に
同
胞
の
精
神
を

も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

皆
さ
ん
は
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
、『
世
界
人
権
宣
言
』
が
、
一

九
四
八
年
の
第
三
回
国
連
総
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
て
か
ら
六
〇
年
目
の
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
宣
言
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

よ
っ
て
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
、

悲
劇
と
破
壊
を
も
た
ら
し
た
反
省
か
ら

『
差
別
を
撤
廃
し
、
人
権
を
確
立
す
る

こ
と
が
恒
久
平
和
に
通
じ
る
。』
と
の

確
信
の
も
と
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
日

の
国
際
的
な
人
権
尊
重
の
潮
流
の
も
と

と
な
っ
た
こ
の
『
世
界
人
権
宣
言
』
で

は
、
そ
の
第
一
条
に
お
い
て
「
す
べ
て

の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自

由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳
と
権
利
と
に
つ

い
て
平
等
で
あ
る
。」
と
規
定
し
、
基

本
的
自
由
と
人
権
の
尊
重
の
大
切
さ
を

高
ら
か
に
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
世
界
人
権
宣
言
の
基
本
精
神

は
、
国
際
人
権
規
約
や
人
種
差
別
撤
廃

条
約
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
権
に
関
す

る
条
約
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
連

で
は
、
戦
後
六
〇
余
年
に
わ
た
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
国
際
的
な
規
模
で
人
権
を

保
障
し
よ
う
と
す
る
取
組
み
を
展
開

し
、
人
権
尊
重
が
世
界
の
潮
流
と
な
り

ま
し
た
。

　

国
内
で
も
国
際
人
権
規
約
や
人
種
差

別
撤
廃
条
約
な
ど
の
批
准
を
契
機
に
す

べ
て
の
人
の
人
権
尊
重
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
も
、
世
界
人
権

宣
言
の
意
義
を
再
認
識
し
、
そ
こ
に
示

さ
れ
た
精
神
を
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
普
及
さ
せ
、
人
権
尊
重
の
精
神
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。　

２００８
人権尊重と部落解放を
めざす市民のつどい

　市民一人ひとりの人権意識の高揚と市民の交流・
連帯の機会を図り、お互いの人権が尊重された明る
いまち・米原市を築くことを目的に開催します。
　皆さんお誘い合わせのうえご参加ください。

　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セ
クシュアル・ハラスメント、ストーカー行為等の暴
力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、決
して許されるものではありません。
　この運動期間を機会に、女性への
暴力に対する意識を見直し、暴力の
ない社会づくりを進めましょう。

平成20年11月 22日（土）
午後１時～４時
米原市米原公民館　大ホール
講演とふれあいトーク・ピアノコンサート
　講　演　「～大きな視野で考え学ぶ～
　　　　　国際感覚で人権を考えよう」

評論家　吹浦　忠正氏
　演　奏　「クラシック･ピアノで
　　　　　世界一周の旅」

ピアニスト　山季　布枝氏
人権啓発作品入賞者表彰

ふき うら      　ただ まさ

やま  き　       のぶ　え

女性に対する暴力の相談機関
～ひとりで悩まず相談してください～

○配偶者暴力相談支援センター　
　・彦根子ども家庭相談センター　
　　　　　　　　　　TEL ０７４９－２４－３７４１
　・滋賀県立男女共同参画センター
　　　　　　　　　　TEL ０７４８－３７－８７３９
○女性の人権ホットライン・・・TEL ０５７０－０７０－８１０
○米原市男女共同参画センター・・・TEL ５４－２４４４
○米原市人権推進課・・・・・・・・・・・・・・・・・TEL ５２－６６２９
※ 緊急の場合は、警察（１１０番）へ連絡して下さい。

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

11月12日（水）～25日（火）は
「女性に対する暴力をなくす運動」

期間です。

お問い合わせ　総務部  人権推進課（米原庁舎）　☎ 52-6629　　　52-4539FAX

日　時

会　場
内　容

21 public information  Maibara 2008.11.1



■問 米原市水田農業推進協議会事務局　市　農林振興課（伊吹庁舎）
☎ ５８-２２２８　■FAX ５８-１７１９

法律相談
　毎月第２木曜に「法律相談」を開
設しています。弁護士が相談に応じ
ます。秘密は厳守されます。事前に
お申込みください。
日時▶11月13日（木）10時～12時
場所▶やすらぎハウス (顔戸 )
費用▶1,500円
■申・ ■問 米原市社会福祉協議会　本所
☎ 54-3105　■FAX 54-3106

結婚相談
　市では、結婚相談所を「毎月第２・
第４木曜日」に開設しています。お
気軽にご相談ください。相談は無料
です。
日時▶11月13日（木）・27日（木）
13時30分～16時
場所▶山東庁舎　１Ｂ会議室
■問 市　農林振興課（伊吹庁舎）
☎ 58-2228　■FAX 58-1719

心配ごと総合相談
　人権・行政・心配ごと等、市民のみ
なさんのあらゆる相談に応じます。相
談は無料で、秘密は厳守されます。時
間はいずれも午前10時から正午まで。

■問 市　社会福祉課（山東庁舎）
☎ 55-8102　■FAX 55-2406

相談日
11月４日(火)
11月11日(火)
11月18日(火)
11月25日(火)

会　場
やすらぎハウス（顔戸）
三島荘（池下）
ゆめホール（三吉）
愛らんど（春照）

男女共同参画「こころの相談室」
　家庭や地域、職場などでの悩みや
パートナーからの暴力など、暮らし
の中でのさまざまな悩みについてご
相談ください。女性相談員が問題解
決に向けて一緒に考えます。時間は
いずれも午後１時30分～３時30分
まで。

※電話またはセンターでの直接相談です。
※相談日の前日までにご予約ください。
※相談は無料、秘密厳守、男女問わず受
け付けます。
■申・ ■問 市　人権推進課 (米原庁舎 )
☎ 52-6629　■FAX 52-4539

相談日

11月12日(水)

11月26日(水)

会　場
和ふれあい
センター(多良)
Ｓ.Ｃプラザ内男女共同
参画センター(一色)

第４回米原市文化協会展示・
芸能発表会
　文化協会の会員制作の俳句や短歌
の展示、芸能の発表などを行います。
日時▶11月16日 ( 日 )　10時～16時
会場▶近江公民館
■問 市教委　まなび推進課内　文化協
会事務局 (山東庁舎 )
☎ 55-8106　■FAX 55-4040

湖北地域産業保健センターの
無料健康支援
①一般健康相談
日時▶毎月第２木曜日14時～16時
場所▶ 湖北地域産業保険センター
※相談の際は、健康診断結果票をお持
ちください。
②長期労働者への面接指導
日時▶毎月第１木曜日　14時～16時
場所▶湖北地域産業保険センター
③メンタルヘルス相談
日時▶毎月第２木曜日10時～12時
場所▶アップルクリニック [ 心療内科 ]
（長浜市南呉服町９－２）
※前日までに要予約　☎68-0355
 事業場訪問産業保険指導
　健康診断結果に基づき、産業医が事
業場を訪問し、従業員への個別健康相
談や作業所の巡視等を行います。
■問 湖北地域産業保健センター（長浜
市内保町480-３　湖北医師館内）
☎ 74-0238　■FAX 74-3692

少年に関する悩み事は　☎ 54-5000 
　　　　　　米原市少年センターへお気軽にどうぞ

あぶないよ出会い系サイト
犯罪被害に遭わないために
「出会い系サイト」
児童 (18歳未満 )の利用は法律で禁じられています。

滋賀県最低賃金変わります
滋賀県最低賃金

時間額６９１円
平成20年10月18日発効

■問 彦根労働基準監督署
☎ 0749-22-0654

■問 湖北地域消防本部　☎ 0749-62-5194   ■FAX 0749-65-4450

秋の火災予防運動が始まります！
　11月９日から一週間、全国一斉に秋の火災予
防運動が実施されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季をむか
え、皆さんに防火防災に関する正しい知識と防災
行動力を高めていただくことにより、火災の発生
や拡大を防止し、尊い生命と貴重な財産を守るこ
とを目的としています。
　湖北地域消防本部では、「火のしまつ　君がしなくて 誰がする」
を合言葉に、住宅防火対策や放火火災防止対策の推進に努めるほ
か、期間中には巡回防火ポスター展、防火ポスター印刷配布、住宅用
火災警報器の普及推進、大規模工場などとの合同防災演習などを予
定しています。

米原市水田農業ビジョンおよび産地づくり計画書
ダイジェスト版訂正のお知らせ
　米原市水田農業推進協議会では毎年米原市水田農業ビジョンおよ
び産地づくり計画書の見直しをしています。
　今回ダイジェスト版冊子を作成しましたので、水稲共済細目書異動
申告票の提出のあった農家の方を対象に、過日各集落農業組合長さ
んを通じて配布させていただきましたが、掲載の事項に誤りがありま
したのでお詫びして訂正いたします。
訂正箇所 ●1ページ ８行目　農家戸数

　（訂正前）２，１３６戸　→　（訂正後）１，６７２戸
●1ページ ９行目　経営耕地面積
　（訂正前）１，８１１ha　→　（訂正後）１，６４１ha

秋本番！ 「菊花展」
　秋の代表花である菊。地元愛好家が
丹精込めた作品をぜひご覧下さい。
 近江地域
開催日▶11月１日(土)～16日(日)
会場▶近江公民館
 山東地域
開催日▶11月２日(日)・３日(月/祝)
会場▶山東公民館
 伊吹地域
開催日▶11月１日(土)～３日(月/祝)
会場▶ジョイいぶき
■問 まなび推進課 (山東庁舎 )
☎ 55-8106　■FAX 55-4040
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車のことなら
全てお任せください

〒521-0314 滋賀県米原市春照658-6  TEL.0749-58-0250(代)
FAX.0749-58-0556

近江診療所から休診のお知らせ
　11 月 15 日 ( 土 ) の午前は臨時休診
させていただきます。
■問 ☎ 54-2127　■FAX 54-2139

オストメイト社会適応訓練講習会
　オストメイト(人工肛門・人工膀胱)
の方とその家族で、ストーマ管理に
お困りの方、ぜひご参加ください。
専門医師による医療講演、相談会、
補装具展示など行います。
日時▶11月22日(土)　13時～16時30分
場所▶米原公民館
参加費▶無料
■問 ( 社 ) 日本オストミー協会滋賀支部
☎・■FAX 077-562-1773( 谷口 )

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお申込み・お問い合わせは情報政策課 電話 52－6627 へ…
　　　◎広報まいばら 広告掲載料金：１枠　15,000 円（13,400 部発行・市内全戸配布）
　　　◎市公式サイト 広告掲載料金：１枠・１月　10,000 円（月平均アクセス数　18,000 件）

新現役チャレンジ支援事業の登録者募集！
　企業などを退職された方や近く退職を
予定されている方で、豊富な実務経験と
専門知識、築いてきた人的ネットワーク
などを活かし、地域・中小企業の支援、
活性化に貢献してみませんか？
　全国に所在する地域事務局のコーディ
ネーターが地域・中小企業などと、登録
いただいた方とをマッチングします。
くわしくは下記まで
■問 新現役チャレンジ支援事業　滋賀事務局
☎ 077-511-1430
■FAX 077-525-5537

源泉徴収義務者のみなさまへ
平成 20年分年末調整説明会
開催日時▶11月19日 ( 水 )
　10時～12時　長浜市内の方
　13時30分～15時 30分
　米原市内・伊香郡内・東浅井郡内
の方
開催場所▶長浜文化芸術会館ホール
(長浜市大島町37番地 )
※当日は事前送付しました書類をご
持参下さい
■問 長浜税務署　法人課税第一部門
☎ 62-6192

原子爆弾被爆者二世の健康診
断の実施について
対象者▶被爆者健康手帳を持ってい
る父または母 ( すでに死亡の場合
も含む ) の二世であり、父または
母の被爆以後に生まれた方で被爆
者健康手帳を持っていない方
実施期間 (予定 )▶平成21年１月
　15 日 ( 木 ) ～３月 31 日 ( 火 )　
※原則平日
申込期間▶12月１日 (月 ) ～
　19日 ( 金 )
費用▶無料（交通費と医師が認めた
場合に行われる精密検査費用は除
く）
※本健康診断を受診しても被爆者手
帳が交付されることはありません。
※検査項目、受診できる医療機関な
どくわしくは下記まで
■申・ ■問 長浜保健所　
☎65-6660　■FAX 63-2989

チューリップ畑のオーナーを募集
 　一面に広がるチューリップ畑は上
丹生の春の風物詩です。満開の時期
には咲きそろった花の中でオープン
カフェを開きます。ただいま、来春
に向けて球根のオーナーを募集して
います。コーヒー1杯分の募金でオー
ナー気分を味わってみませんか？
募金▶一口500円
募集期間▶10月～11月末
■申・ ■問 上丹生まちづくり委員会
　　　　「プロジェクトK」（吉田）
☎54-1928

秋を感じる観察会
　専門家からドングリ、紅葉、落ち葉の
お話を聞きながら、ゲームを楽しみます。
日時 / 集合場所▶11 月 22 日 ( 土 )
10時までに多和田会館前に集合
持ち物▶弁当・水筒・筆記用具・雨具・
レジャーシート
※小雨決行
■申・ ■問 近江・オオムラサキを守る会
(樋口 )
☎・■FAX 54-0440

秋季ＪＲふれあいハイキング
　米原観光ボランティアガイド協会員
が、市内の紅葉スポットを案内します。
コース▶
　 紅葉の柏原・醒井宿を歩く
行き先◆清滝寺徳源院など
集合駅 / 解散駅◆ＪＲ柏原駅 /Ｊ
Ｒ醒ヶ井駅
歩程◆約８ｋｍ
 紅葉の伊吹薬草の里と三島池
行き先◆伊吹薬草の里文化セン
ター・三島池など
集合駅・解散駅◆ＪＲ近江長岡駅
歩程◆約９ｋｍ
 紅葉の醒井養鱒場を訪ねて
行き先◆醒井養鱒場・霊仙三蔵記
念堂など
集合駅・解散駅◆ＪＲ醒ヶ井駅
歩程◆約９ｋｍ
日時▶11月18日 ( 火 )※小雨決行
〈集合〉10時10分 (10分後出発 )
〈解散〉15時頃
参加費▶300 円 ( 入場料・拝観料等
は自己負担 )
申込方法▶11 月 14 日 ( 金 ) までに
電話またはＦＡＸ( 平日９時～ 15
時 ) にて下記まで
■申・ ■問 米原観光ボランティアガイド協会
☎・■FAX 050-7000-8008
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